
1.為替動向

【為替レート（USD/RMB）の動き】 　　（単位：元）

為替レート
10月18日 金 7.0825
10月21日 月 7.0678
10月22日 火 7.0817
10月23日 水 7.0745
10月24日 木 7.0702
10月25日 金 7.0716
10月28日 月 7.0615
10月29日 火 7.0637
10月30日 水 7.0584
10月31日 木 7.0350
11月1日 金 7.0423 ※

※15：00時点
出所：CFETS（Close Rate）

2.金利動向

【SHIBOR（上海銀行間取引金利）3か月ものの動き】 　　（単位：%）

金利（%）
10月18日 金 2.7460
10月21日 月 2.7630
10月22日 火 2.7930
10月23日 水 2.8080
10月24日 木 2.8240
10月25日 金 2.8310
10月28日 月 2.8400
10月29日 火 2.8470
10月30日 水 2.8640
10月31日 木 2.8870
11月1日 金 2.8970

出所：中国外汇交易中心暨全国银行间同业拆借中心
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・10月28日週のUSD/RMB為替レートは先週と同水準でスタートした。米国FOMC（連邦公開市場委員会）
　の開催が控えていたことから、30日までは動きの乏しい展開であった。
・10月31日、前日に終了した米国FOMCにて25bp（0.25%）の利下げが決定したことを受け、元高が進んだ。

・10月24日の法人税支払期限が過ぎ、資金需要が低下したことから、オーバーナイト～２週間のSHIBOR
　は落ち着きを取り戻している。
・一方、期間３か月のSHIBORは、金融機関による年末越えの資金需要の高まりと共に上昇傾向が顕著
　であり、10月12日以降は一貫して上昇を続けている。
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3.ビジネストピックス

（1）　企業／テスラ上海工場稼動
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  EVメーカー大手の米テスラは、上海工場での試験生産を始めたと、10月23日に発表した。上
海工場は建設工事着工から約10ヶ月という異例のスピードで完成し、早くも年産15万台の生
産体制を整えた。続く25日には、同工場で生産を行う主力セダン「モデル3」の予約を開始し
た。主に中国国内への供給を予定しており、関税回避や自動車取得税一部免除のメリットが
見込まれる。1台あたりの販売価格は35万5,800元（約547万円）からとなる予定で、2020年第1
四半期より納入を始める。

　テスラCEOのイーロン・マスク氏はかねてから中国を重要な市場と位置づけている。今回の
新工場と平行し、近隣に総投資額500億人民元に及ぶ巨大工場「Gigafactory3」の建設計画を
進めていることからもマスク氏の本気度が伺える。


